
1 大平町地域協議会だより

地
域
自
治
交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

地域自治交流会で、意見書を

手渡す柴田会長
2014年9月
　　  第34号

　
9
月
6
日（
土
）、西
方
総
合
文
化
体
育
館
を
会
場

に『
平
成
26
年
度
地
域
自
治
交
流
会
』が
開
催
さ

れ
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西
方
、
岩
舟
の
地
域

協
議
会
と
栃
木
地
域
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の

委
員
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、各
地
域
協
議
会
と
委
員
会
の
会
長

が
、こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
地
域
の
課
題
に
関
す
る

意
見
書
を
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、各
委
員
が
8
班
に
分
か
れ
意
見
交
換
を

行
い
、最
後
に
班
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
、全
体
会

の
場
で
発
表
し
ま
し
た
。

課
題
の
共
有
や
今
後
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲▲
意
見
交
換
の
よ
う
す
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▼

太
平
山
か
ら
の
眺
め

▼

歴
史
民
俗
資
料
館
で

　
の
体
験
の
よ
う
す

【
発
達
障
が
い
児
童
、外
国
人
児
童・生

　
徒
への
対
応
に
つい
て
】

　
前
年
度
の
要
望
に
対
し
、
担
当
課
よ

り
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
現
場
か
ら
は
、
前
年
と
同
様
の
課

題
に
つ
い
て
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
発
達
障
が
い
児
童
に
対
す
る

支
援
員
の
不
足
が
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

児
童
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
十
分
な
知

識
や
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
も
細
心
の
注
意

を
要
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

専
門
性
の
あ
る
支
援
員
の
増
員
を
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
平
地
域
で
は
、
外
国
人
の

児
童
・
生
徒
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
学
校
側
の
対
応
が
追
い
付
か

ず
、
日
常
的
な
通
知
や
連
絡
が
滞
っ
て

い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

の
学
校
生
活
や
、
将
来
の
進
学
等
の
支

障
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
態
の
把

握
と
適
切
な
対
応
を
再
度
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

【「
海
浜
自
然
の
家
」の
バ
ス
の
補
助
金
に

　
つい
て
】

　
平
成
27
年
度
か
ら
バ
ス
の
補
助
金
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担

が
多
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
「
海
浜
自

然
の
家
」
へ
の
宿
泊
学
習
を
廃
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
複
数
の
学
校
が
補
助
金
の

継
続
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
検

討
願
う
も
の
で
す
。

①
子
ど
も
の
視
点
に
た
っ
た

『
安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』に
つい
て

　　
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
に
関

わ
る
施
策
は
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」

「
登
下
校
見
守
り
隊
」
「
少
年
補
導
活

動
」
等
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
各
担
当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を

遂
行
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
当
協
議
会
と
し
て
は
、
地
域
の
実
情

に
合
致
し
た
最
良
の
施
策
の
組
合
せ
を

展
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
統
一
さ
れ
る
「
こ
ど
も
110

番
の
家
（
大
平
地
域
に
お
け
る
キ
ッ
ズ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
早
期
実
施
も
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

②
高
齢
者
対
策
に
つい
て

　
高
齢
者
の
社
会
参
画
や
独
居
高
齢
者

の
不
安
解
消
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
老

人
ク
ラ
ブ
が
、
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
本
市
の
高

齢
者
施
策
の
中
に
位
置
付
け
て
い
た
だ

き
、
市
か
ら
の
人
的
・
財
政
的
支
援
の

強
化
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
活
躍
の
場
の
提
供
に
も
ご

④
教
育
現
場
に
お
け
る
問
題
点
に
つい
て

　
大
平
地
域
内
各
学
校
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
際
に
問
題
視
し
た
、
次
の
点
に

つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

【
学
校
施
設・設
備
の
修
繕
に
つい
て
】

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
排
水
管
等

の
水
回
り
の
問
題
が
顕
著
で
あ
り
ま

す
。
小
中
学
校
の
施
設
設
備
の
予
算
の

ご
配
慮
と
、
迅
速
な
対
応
を
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
使
用
禁
止
と
な
っ
た
遊
具

の
修
繕
・
撤
去
等
の
迅
速
な
対
応
も
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

意
見
書
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、班
ご
と
に
分
か
れ
て
議

論
し
て
き
た
地
域
の
課
題
を
ま
と
め

た
意
見
書
を
、９
月
6
日
の
地
域
自
治

交
流
会
で
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

配
慮
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

た
。

③
太
平
山
南
山
麓
エ
リ
ア
の
振
興
に
つい
て

　　
各
地
域
の
観
光
資
源
を
有
機
的
に
結

び
付
け
、
相
乗
効
果
を
図
る
施
策
の
推

進
と
、
南
山
麓
エ
リ
ア
の
観
光
の
振
興

に
対
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

【
教
育
の
場
で
の
歴
史
民
俗
資
料
館
等
の

　
活
用
に
つい
て
】

　
歴
史
民
俗
資
料
館
等
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
自
然
素
材

を
利
用
し
た
様
々
な
体
験
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
市
内
の
学
校
の
利
用
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
子
ど
も

達
の
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
や
地
元
へ

の
愛
着
心
向
上
の
た
め
、
学
校
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
歴
史
民
俗
資
料
館
等

の
地
元
施
設
の
活
用
を
組
み
入
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

【
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
への
対
応
に
つい
て
】

　
太
平
山
南
山
麓
に
訪
れ
る
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
客
の
利
便
性
や
快
適
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
次
の
3
点
に
つ
い
て
要
望

い
た
し
ま
し
た
。

○
太
平
山
か
ら
晃
石
山
を
通
る
ハ
イ
キ

　
ン
グ
コ
ー
ス
へ
の
ト
イ
レ
設
置

○
駐
車
場
の
確
保

○
眺
望
の
確
保
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○大平第3投票区（下皆川第1自治会公民館）を、大平第4投票
　区（栃木市大平公民館）に統合する

○大平第12投票区（大平榎本集会所）を、大平第13投票区（大
　平南小学校）に統合して大平第9投票区とする

※有権者住居から、投票所までの距離、概ね3km以内
　1つの投票区の規模・・・・・・有権者1,000人～4,000人

○大平第6投票区（川連公民館）と大平第8投票区（北武井集落
　センター）を、大平第5投票区（大平東地区公民館）に統合して
　大平第4投票区とする。

下皆川第1自治会公民館
　（有権者 893人）
栃木市大平公民館
　（有権者1,932人）

大平東地区公民館
　（有権者1,755人）
川連公民館
　（有権者 729人）
北武井集落センター
　（有権者 414人）

栃木市大平公民館
 （有権者2,825人）

大平東地区公民館
 （有権者2,898人）

大平地域投票区の見直し　※大平地域のみ

【
理
財
部
資
産
税
課
】

合
併
に
伴
う
都
市
計
画
税
の

　
　
　
　 

均
一
課
税
に
つ
い
て

　 《
意
見
聴
取
事
項
》

《
報
告
事
項
等
》

《
意
見
聴
取
事
項
》

⑤
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つい
て

【
消
防
団
の
再
編
に
つい
て
】

　
大
平
地
域
は
消
防
団
の
部
が
多
く
各

部
管
轄
区
域
の
世
帯
数
に
も
差
異
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
隔
絶
さ
れ
た

地
域
へ
の
交
通
も
格
段
に
よ
く
な
っ
て

い
る
他
、
合
併
に
よ
り
旧
行
政
界
も
な

く
な
り
、
連
携
が
取
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の
再
編
に
つ

い
て
も
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

【
消
防
団
方
面
隊
と
消
防
分
署
と
の
連    

　
携
強
化
に
つい
て
】

　
消
防
団
方
面
隊
の
事
務
局
が
総
合
支

所
か
ら
消
防
本
部
と
な
り
ま
し
た
が
、

方
面
隊
と
消
防
分
署
は
綿
密
な
連
携
が

必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
消
防
団
方
面

隊
の
事
務
局
を
消
防
分
署
で
実
施
さ
れ

る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

【
消
防
団
員
の
確
保
に
つい
て
】

　
自
治
会
等
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
若
年
層
の
減
少
や
、
就
業
構
造
等
の

社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
新
た
な
団

員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
消

防
団
員
の
確
保
に
あ
た
り
、
行
政
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に

要
望
し
、
通
常
点
検
の
イ

ベ
ン
ト
化
、
防
災
訓
練
の

会
場
の
持
ち
回
り
開
催
等

に
つ
い
て
も
要
望
い
た
し

ま
し
た
。

・
栃
木
市
、
大
平
町
、
藤
岡
町
、
都
賀

町
合
併
協
議
会
、
栃
木
市
、
岩
舟
町
合

併
協
議
会
の
協
議
結
果
は
、
合
併
時
は

現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
5
年
以

内
に
再
編
す
る
。

・
栃
木
市
、
西
方
町
合
併
協
議
会
協
議

結
果
は
、
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
合
併
後
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
再

編
す
る
。

○
栃
木
市
斎
場
再
整
備
基
本
計
画
に
つ

　
い
て

○
栃
木
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

　
更
に
つ
い
て

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

　 

第
3
回
大
平
町
地
域
協
議
会

第
4
回
大
平
町
地
域
協
議
会

H26 H27 H28 H29 H30～

0.3

0.1 0.15 0.2

0.2

0.2

0.1 0.15

地
域
別
税
率
表
（
案
）

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

・
原
案
の
と
お
り
、
了
承
す
る
。

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

・
原
案
の
と
お
り
、
了
承
す
る
。

◇
背
景

・
栃
木
市
の
投
票
区
は
、現
在
86
か
所

と
な
っ
て
お
り
、投
票
所
の
数
や
有
権
者

数
等
に
不
均
衡
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、一
部

の
投
票
所
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
未
整

備
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。ま
た
、選
挙
事
務

従
事
者
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
や
、選
挙
執
行
経
費
が
削
減

さ
れ
る
な
ど
の
要
因
が
あ
る
。

◇
目
的

・
選
挙
事
務
の
効
率
的
な
執
行
と
選
挙

経
費
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、投
票

所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
な
ど
、投

票
環
境
の
改
善
を
進
め
る
。

大平榎本集会所
　（有権者 649人）
大平南小学校
　（有権者3,340人）

大平南小学校
 （有権者3,989人）
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農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
及
び

　
農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者

　
　
　 

分
担
金
の
再
編
に
つ
い
て

　
　    

【
建
設
水
道
部
下
水
道
課
】

今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
７
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
10
月
24
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
８
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
　
11
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

　
【
場
所
】　
大
平
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の

　
　
方
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し

　
　
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

大平町地域協議会だより
　　　　　　　　―第34号―
　　平成 26年 9月19日発行

発行　大平町地域協議会研究会
〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
大平総合支所地域まちづくり課
（電話）0282-43-9205
（FAX）0282-43-8818
（E-mail）o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

《
意
見
聴
取
事
項
》

《
報
告
事
項
》

◇
背
景

・
合
併
協
議
に
基
づ
き
合
併
時
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
5
年
を

目
途
に
再
編
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
旧
3
町
の
使
用
料
及
び
分
担

金
を
継
続
し
て
い
る
。

◇
目
的

・
農
業
集
落
排
水
施
設
利
用
者
の
受

益
と
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
事

業
運
営
の
健
全
化
を
図
る
。

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料【
現
行
】  

　
　
　
　
　
　（
1
月
あ
た
り・税
抜
）

・大
平
地
区
基
本
料
金
…
１
，１
６
６
円

　
　
（
世
帯
人
数
ご
と
の
使
用
料
金
）

　
　
　
　
　
　
1
人
…
１
，１
６
６
円

　
　
　
　
　
　
2
人
…
１
，６
７
４
円

　
　
　
　
　
　
3
人
…
２
，５
６
３
円

　
　
　
　
　
　
4
人
…
３
，４
５
２
円

　
　
　
　
　
　
5
人
…
４
，３
８
６
円

農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者
分
担
金【
現
行
】

・下
皆
川
地
区
…
２
５
０
，７
２
８
円

・み
ず
ほ
西
地
区
…
２
０
３
，４
２
５
円

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

　
原
案
の
と
お
り
、了
承
す
る
。

○
使
用
料・手
数
料
の
見
直
し
方
針
に
つ
い
て

○
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
実
施
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
の
統
一
及
び

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

　
　
　
　
　
　
　
再
編
に
つ
い
て

　
　    

【
建
設
水
道
部
下
水
道
課
】

《
意
見
聴
取
事
項
》

◇
背
景

・
合
併
協
議
に
基
づ
き
合
併
時
は
現
行

の
と
お
り
と
し
、合
併
後
5
年
を
目
途

に
再
編
す
る
。現
在
は
旧
市
町
の
使
用

料
及
び
負
担
金
単
価
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、栃
木
市
上
下
水
道
事
業
調

査
委
員
会
に
諮
問
し
、平
成
26
年
5
月

9
日
に
答
申
を
受
け
た
。

◇
目
的

・
答
申
に
基
づ
き
、
旧
市
町
で
異
な

る
料
金
体
系
を
統
一
す
る
。

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

・
原
案
の
と
お
り
、
了
承
す
る
。

◇
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

・
原
案
の
と
お
り
、
了
承
す
る
。

水
道
料
金
統
一
に
つ
い
て

　
　  
【
建
設
水
道
部
水
道
業
務
課
】

《
意
見
聴
取
事
項
》

◇
背
景

・
合
併
協
議
に
基
づ
き
合
併
時
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
5
年
を

目
途
に
再
編
す
る
。
現
在
は
旧
市
町

の
料
金
体
系
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
栃

木
市
上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会
に

諮
問
し
、
平
成
26
年
5
月
9
日
に
答

申
を
受
け
た
。

◇
目
的

・
答
申
に
基
づ
き
、
旧
市
町
で
異
な

る
料
金
体
系
を
統
一
す
る
。

下水道使用料統一のイメージ（案）
　　※下記の方針で検討されています。

【口径13㎜、20㎥/月で使用した場合】

【口径20㎜、20㎥/月で使用した場合】

現行料金

4,726円
4,792円
（＋66円）

（＋66円）
（＋67円）4,858円 4,925円

H27～28年 H29～30年 H31年

現行料金

5,146円
5,127円
（-19円）

（-20円） （-20円）5,107円 5,087円

H27～28年 H29～30年 H31年

水道料金統一のイメージ（案）
※下記の方針で検討されています。

【口径13㎜、20㎥/月で使用した場合】

【口径20㎜、20㎥/月で使用した場合】

現行料金

2,096円
2,162円
（＋66円）

（＋66円）
（＋67円）2,228円 2,295円

H27～28年 H29～30年 H31年

現行料金

2,516円
2,497円
（-19円）

（-20円） （-20円）2,477円 2,457円

H27～28年 H29～30年 H31年


